
３－９　　遊　戯　施　設　整　備　工



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

大型２人用ブランコ

３－９－１－１1/60

図面名称

平面図

正面図

500

600

側面図

再生骨材(40-0)

公園用基礎ブロック NO.9

120以上

～500

ロックチェーン

又は　6mm以上のチェーン

1
,
0
00

φ12mm以上

G.L

650以上 650以上

2,900～3,000

5
0
0

1
5
0

1
5
0 ネガラミ

2
,
5
00

1
0
0

5
0
0

650以上

1
0
0

3
5
0
～

45
0

3,300～3,900

2
,
6
0
0
～

2
,7
00

500

600

350

JIS G 3452

JIS G 3444

JIS G 3452

JIS G 3444

外径　89.1mm

外径　60.5mm

外径　89.1mm

外径　60.5mm

②

①
SGP

SGP

STK

STK

①

肉厚　4.2mm

肉厚　3.8mm

肉厚　4.2mm

肉厚　3.8mm

②

G.L

①

②

①

H

H=50～100 (参考値)

H

※ H：支柱下端部の設置高

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．ブランコ本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．着座部の表面は、ソフトな素材で覆われているものとする。
  5．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  6．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  7．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  8．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  9．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
 10．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

大型２人用ブランコ境界柵

３－９－１－２1/60

図面名称

平面図

正面図

側面図

4
,
0
0
0以

上

500以上

500以上

1
5
0

400

300

1
0
0

6
0
0
～

70
0

2
5
0 公園用基礎ブロック　No.0

再生骨材(40-0)

ネガラミ　

6
0
0
～

70
0

1
0
0

300

400

3
5
0

1
5
0

G.L

G.L

（
上
面
ま
で
）

（
上
面
ま
で
）

H=20～50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．境界柵は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」による安全領域内に設置しないこと。
  3．支柱および梁は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

小型２人用ブランコ

３－９－２－１1/60

図面名称

平面図

正面図 側面図

1
5
0

再生骨材(40-0)

600

500

公園用基礎ブロック No.95
0
0

ネガラミ

1
5
0

600

500

5
0
0

～400
300

JIS G 3452

JIS G 3444

JIS G 3452

JIS G 3444

JIS G 3444

SGP

SGP

STK

STK

STK

外径　60.5mm

外径　48.6mm

外径　60.5mm

外径　48.6mm

外径　76.3mm

①

②

①

3
5
0
～

45
0

G.L 1
0
0

120以上

肉厚　3.8mm

肉厚　3.5mm

肉厚　3.8mm

肉厚　4.2mm

肉厚　4.2mm

2,900～3,400

1
0
0

2
,
0
00

2,400～2,600

650以上 650以上

1
,
7
0
0
～

2
,3
00

②

①

1
,
0
00

650以上

φ12mm以上　ロックチェーン

又はφ6mm以上チェーン

G.L

H=50～200 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H
H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．ブランコ本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．着座部の表面は、ソフトな素材で覆われているものとする。
  5．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  6．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  7．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  8．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  9．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
 10．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

小型２人用ブランコ境界柵

３－９－２－２1/60

図面名称

平面図

正面図

側面図

公園用基礎ブロック　No.0

500以上

6
0
0
～

70
0

1
0
0

1
5
0
3
5
0

ネガラミ

再生骨材(40-0)

400

300

G.L

3
,
5
0
0以

上

500以上

G.L 6
0
0
～

70
0

400

300

1
0
0

1
5
0

3
5
0

（
上
面
ま
で
）

（
上
面
ま
で
）

H=20～50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．境界柵は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」による安全領域内に設置しないこと。
  3．支柱および梁は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

三間低・中鉄棒

３－９－３1/40

図面名称

G.L

中
　

1
,
10
0

低
 
 
　

90
0

1,800

公園用基礎ブロック No.22

再生骨材(40-0)

400

300

低
　

1
,
00
0

中
　

1
,
30
0

1,800

5,400

①

RBφ28　磨丸鋼

1,800

1
5
0

1
5
0

600

500

低
 
1
,
10
0

中
　

1
,
4
5
0
～

1,
50
0

1
0
0

5
0
0

G.L

5
0
0

1
0
0

ネガラミ

①

1,800 1,800

RBφ28　磨丸鋼

1,800

JIS G 3452外径　60.5mmSGP

肉厚　3.8mm外径　60.5mmSTK JIS G 3444

肉厚　3.8mm

H=50～200 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

HH

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．鉄棒本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．ＲＢφ28磨丸鋼は、ジンクロメートメッキ仕上とする。
  5．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  6．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  7．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  8．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  9．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
 10．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

四間鉄棒

３－９－４1/40

図面名称

9
0
0

1,800
1
,
1
00

1,800

公園用基礎ブロック No.22

再生骨材(40-0)

1
,
3
00

7,200

RBφ28　磨丸鋼

1,800 1,800

5
0
0

5
0
0

400

300 1
5
0

600

500 1
5
0

①

1
0
0

1
,
4
5
0
～

1
,5
00

ネガラミ

1
0
0

1,800 1,800

7,200

1,800

RBφ28　磨丸鋼

1,800

①
SGP

STK

肉厚　3.8mm

肉厚　3.8mm外径　60.5mm

外径　60.5mm JIS G 3452

JIS G 3444

G.LG.L

H=50～200 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

HH

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．鉄棒本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．ＲＢφ28磨丸鋼は、ジンクロメートメッキ仕上とする。
  5．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  6．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  7．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  8．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  9．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
 10．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

太鼓梯子

３－９－５1/40

図面名称

平面図

正面図 側面図

G.L

JIS G 3452

JIS G 3444

JIS G 3452

JIS G 3444

JIS G 3452

JIS G 3444

SGP

STK

SGP

STK

SGP

STK

外径　42.7mm

外径　42.7mm

外径　27.2mm

外径　27.2mm

外径　34.0mm

外径　34.0mm

①

②

400以上

①

②

肉厚　3.5mm

肉厚　3.5mm

肉厚　2.8mm

肉厚　2.3mm

肉厚　3.2mm

肉厚　3.2mm

2
,0
0
0以

下
1
00

3
00

＠230以上

1
50

300×300

400×400

ネガラミ

公園用基礎ﾌﾞﾛｯｸ No.1

再生骨材(40-0)

（
1,
4
00
）

3,000～3,500 SGP 外径　48.6mm 肉厚　3.5mm JIS G 3452

G.L

H=50～100 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

HH

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．太鼓梯子本体は（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

山型雲梯

３－９－６1/60

図面名称

5,500

公園用基礎ブロック　No.26

600x600
600x1,100

公園用基礎ブロック No.9

再生骨材(40-0)

①

9
00
以
下

G.L

①

200～250
230以上

5
0
0

1
5
0

ネガラミ 

1
0
0

5
0
0

1
5
0

500x1,000

1
0
0

①

2
,
0
0
0
～

2
,3
00

6
0
0

② ①

2,750 2,750

①

600

1,100x600600x600

1,000x500

G.L

5
0
0

1
5
0

1
0
0

②

②

①

JIS G 3452

JIS G 3444

JIS G 3452

JIS G 3444

JIS G 3452

JIS G 3444

SGP

STK

SGP

STK

SGP

STK

外径　60.5mm

外径　60.5mm

外径　27.2mm

外径　27.2mm

外径　34.0mm

外径　34.0mm

①

②

肉厚　3.8mm

肉厚　3.8mm

肉厚　2.8mm

肉厚　2.3mm

肉厚　3.2mm

肉厚　3.2mm

H=100 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

HH H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．山型雲梯本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

３－９－７1/60

図面名称

公園用基礎ブロック　№31

再生骨材（40-0）

RB13

公園用基礎ブロック　№31

再生骨材（40-0）

公園用基礎ブロック　№15

公園用基礎ブロック　№33

1
0
0

800×800

700×700
350×750

250×650 1
5
0

2
5
0

SGPΦ34.0

STKΦ27.2

1
,
0
00

400

650

700

2
,
0
00

(3,600)(1,900)

(5,500)

CPL3.2

SGPΦ101.6

SGPΦ17.3

3,540

5,840

8
0
0

2
2
0

2
2
0

1
0
0(
1
8
0)

1,600

1
,
0
00

3
,
0
00

滑走面全長（４．０ｍ）

700

660

2
,
0
00

1
5
0

2
5
0

1
5
0

6
5
0

再生骨材（40-0）

1
0
0

ネガラミ

G.L

JISG5502ダクタイル鋳鉄

SGP

SGP

STK

SGP

外径101.6

外径 34.0

JISG3452肉厚 4.2

肉厚 3.2

肉厚 2.3外径 27.2

JISG3452

JISG3444

JISG3452肉厚 2.3外径 17.3

耐候性プラスチック

G.L

H=50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

HH

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．滑り台本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

大一流滑台B（FRP)

３－９－８1/60

図面名称

G.L G.L

STK 外径 肉厚 JIS G 344421.7mm

27.2mm

34.0mm

101.6mm

1.9mm

2.3mm

3.2mm

4.2mm

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

27.2mm 2.8mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

RB-16φ

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

A.BOLT 2-M12

48.6mm 3.5mm

114.3mm 4.5mm

48.6mm 3.5mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

1,500～1,600

4,800～5,255

3,300～3,655

4
0
0

1
5
0

2
5
0 1
0
0

2
,
0
00

7
5
0
～

80
0

7
5
0
～

1
,1
00

0
～

3
00

1
5
0

6
5
0

1
0
0

1
5
0 2
5
01
0
0

2
,
7
5
0
～

3
,1
00

4
0
0
～

41
0

800

700

250×650

350×750

5,050～5,505

1,250～1,335 500～630 3,300～3,540

800×600

700×5001
5
0

2
5
0 1
0
0

2
,
0
00

7
5
0
～

1
,1
00

1
5
0
～

20
01
,
8
5
0
～

1
,8
00

7
5
0
～

80
0

0
～

3
00

再生骨材(40-0)

公園用基礎ブロック No.31

再生骨材(40-0)

公園用基礎ブロック No.33

再生骨材(40-0)

CPL-3.2

FRP

CPL-3.2

FRP

CPL-3.2

公園用基礎ブロック No.33

公園用基礎ブロック No.15

①

②

③

④

⑤

①
②

②

③④

⑤

ネガラミ

H=50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．滑り台本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

大一流滑台C（ステンレス）

３－９－９1/60

図面名称

G.L G.L

CPL-2.3

CPL-2.3

CPL-2.3

SUS PL-2.0

STK 外径 肉厚 JIS G 344421.7mm

27.2mm

34.0mm

101.6mm

1.9mm

2.3mm

3.2mm

4.2mm

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

①

27.2mm 2.8mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

RB-16φ

34.0mm 3.2mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

A.BOLT 2-M12

48.6mm 3.5mm

114.3mm 4.5mm

2.8mmSGP 外径 肉厚 JIS G 345221.7mm

FB-6x50

48.6mm 3.5mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452101.6mm 4.2mm

34.0mm 3.2mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

角P 50x30x2.3

800×600

700×500

公園用基礎ブロック No.33

再生骨材(40-0)

CPL-3.2

CPL-3.2

CPL-3.2

SUS PL-1.5

再生骨材(40-0)

公園用基礎ブロック No.33

公園用基礎ブロック No.31

再生骨材(40-0)

③

②

④

⑤

①

②

②

③④

⑤

SGP 外径 17.3mm 肉厚 2.3mm JIS G 3452

②

ネガラミ

公園用基礎ブロック No.15

H=50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．滑り台本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

３－９－１０1/60

図面名称

4
0
0

4
0
0

(2,750)(1,550)

(4,300)

CPL3.2

平面図

正面図側面図

SGPφ17.3

SGPφ34.0

STKΦ27.2

SGPφ101.6

RB13

公園用基礎ブロック　№31

再生骨材（40-0）

750

650

1
,
5
00

1
,
0
00

400

650

700

再生骨材（40-0）

ネガラミ

公園用基礎ブロック №33

1
5
0

2
5
0

1
0
0

公園用基礎ブロック №15

1
0
0

800×800

700×700 1
5
0

6
5
0

再生骨材（40-0）

350×750

250×650 1
5
0

2
5
0

2,690

4,640

1
0
0

2
2
0

2
2
0

8
0
0

1
,
0
00

2
,
5
00

660

700

滑走面全長(3.0m)

(
1
8
0)

1,250

1
,
5
00

G.L

耐候性プラスチック
JISG5502ダクタイル鋳鉄

SGP

SGP

STK

SGP

外径101.6

外径 34.0

JISG3452肉厚 4.2

肉厚 3.2

肉厚 2.3外径 27.2

JISG3452

JISG3444

JISG3452肉厚 2.3外径 17.3

G.L

H=50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H

HH H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．滑り台本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

中型滑台B(FRP)

３－９－１１1/60

図面名称

G.L G.L

STK 外径 肉厚 JIS G 344421.7mm

27.2mm

34.0mm

89.1mm

1.9mm

2.3mm

3.2mm

4.2mm

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

①

27.2mm 2.8mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

RB-16φ

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

A.BOLT 2-M12

48.6mm 3.5mm

89.1mm 4.2mm

48.6mm 3.5mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

CPL-3.2

CPL-3.2

FRP
CPL-3.2

再生骨材(40-0)

公園用基礎ﾌﾞﾛｯｸNo.31

FRP

再生骨材(40-0)公園用基礎ﾌﾞﾛｯｸNo.33

公園用基礎ﾌﾞﾛｯｸNo.33

再生骨材(40-0)

②

③

④

⑤

①
②

②

③④

⑤

ネガラミ

公園用基礎ﾌﾞﾛｯｸ No.15

H=50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．滑り台本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

中型滑台C（ステンレス）

３－９－１２1/60

図面名称

G.L G.L

CPL-2.3

CPL-2.3

CPL-2.3

SUS PL-2.0

STK 外径 肉厚 JIS G 344421.7mm

27.2mm

34.0mm

89.1mm

1.9mm

2.3mm

3.2mm

4.2mm

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

①

27.2mm 2.8mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

RB-16φ

34.0mm 3.2mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

A.BOLT 2-M12

48.6mm 3.5mm

101.6mm 4.2mm

2.8mmSGP 外径 肉厚 JIS G 345221.7mm

FB-6x50

48.6mm 3.5mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 345289.1mm 4.2mm

34.0mm 3.2mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

角P 50x30x2.3

公園用基礎ブロック No.33

再生骨材(40-0)

CPL-3.2

CPL-3.2

CPL-3.2

SUS PL-1.5

再生骨材(40-0)

公園用基礎ブロック No.33

公園用基礎ﾌﾞﾛｯｸ No.31

再生骨材(40-0)

③

②

④

⑤

①
②

②

②

③④

⑤

SGP 外径 17.3mm 肉厚 2.3mm JIS G 3452

ネガラミ

公園用基礎ブロック No.15

H=50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．滑り台本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

３－９－１３1/80

図面名称

1
0
0

1
5
0

1
0
0

SGPφ101.6

STKφ27.2

SGPφ17.3

STKφ27.2

再生骨材（40-0）
公園用基礎ブロック　№31RB13

25A

2
5
0

(
1
8
0)

2
5
0

1
5
0

350
250

750
650

3,540

滑走面全長(4.0m)

1
0
0

(
1
8
0)

3
,
0
00

2
,
0
00

1
,
0
00

8
0
0

880

400

40
0

CPL3.2

45
°

4
0
0

(1,880)

(
2
2
0)

(220) (3,690)

(
3
,
6
90
)

公園用基礎ブロック　№33

公園用基礎ブロック　№15

ネガラミ

600×800

500×700

1
5
0

2
5
0

1
0
0

2
,
0
00

1
,
0
00

1
5
0

6
5
0

2
2
0

2
2
0

1,600

G.L

A

耐候性プラスチック

再生骨材（40-0）

再生骨材（40-0）
再生骨材（40-0）

JISG5502ダクタイル鋳鉄

SGP

SGP

STK

SGP

外径101.6

外径 34.0

JISG3452肉厚 4.2

肉厚 3.2

肉厚 2.3外径 27.2

JISG3452

JISG3444

JISG3452肉厚 2.3外径 17.3

G.L

H=50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H H

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．滑り台本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

放射型滑台B（FRP)

３－９－１４1/80

図面名称

STK 外径 肉厚 JIS G 344421.7mm

27.2mm

34.0mm

101.6mm

1.9mm

2.3mm

3.2mm

4.2mm

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

①

27.2mm 2.8mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

RB-16φ

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

A.BOLT 2-M12

48.6mm 3.5mm

114.3mm 4.5mm

48.6mm 3.5mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

G.L G.L

1,600～
1,849

40
0～

41
0

5
0
0

2
,
9
8
0
～
3
,
10
0

1
5
0

2
5
0

1
0
0

2
,
0
00

7
5
0
～

8
00

2
0
0
～
3
00

900～995 3,300～3,540

400

250×650

350×750

1
5
0

2
5
0

1
0
0

2
,
0
00

9
8
0
～
1
,
10
0

1
5
0
～
2
001
,
8
0
0
～

1
,
85
0

1
5
0

2
5
0

1
0
0

2
,
0
00

1
5
0

6
5
0
1
0
0

FRP

FRP

600×800

500×700再生骨材(40-0)

公園用基礎ブロック No.31

公園用基礎ブロック No.15

再生骨材(40-0) 公園用基礎ブロック No.33

3,500～3,916

CPL-3.2

CPL-3.2

3
,
5
0
0
～
3
,
91
6

4
0
0

②

③

④

⑤

①

②

②

②

③ ④

⑤

ネガラミ

A
H=50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．滑り台本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

放射型滑台C（ステンレス）

３－９－１５1/80

図面名称

STK 外径 肉厚 JIS G 344421.7mm

27.2mm

34.0mm

101.6mm

1.9mm

2.3mm

3.2mm

4.2mm

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

STK 外径 肉厚 JIS G 3444

①

27.2mm 2.8mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

RB-16φ

34.0mm 3.2mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452

A.BOLT 2-M12

48.6mm 3.5mm

114.3mm 4.5mm

2.8mmSGP 外径 肉厚 JIS G 345221.7mm

FB-6x50

48.6mm 3.5mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

SGP 外径 肉厚 JIS G 3452101.6mm 4.2mm

34.0mm 3.2mmSGP 外径 肉厚 JIS G 3452

角P 50x30x2.3

G.L G.L

SUS PL-2.0

CPL-2.3

CPL-2.3

CPL-3.2

再生骨材(40-0)

公園用基礎ブロック No.31

公園用基礎ブロック No.15

再生骨材(40-0) 公園用基礎ブロック No.33

CPL-3.2

SUS PL-1.5

②

③

④

⑤

①

②

②

②

②

③ ④

⑤

SGP 外径 17.3mm 肉厚 2.3mm JIS G 3452

ネガラミ

A

H=50 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H

H

H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．滑り台本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
  4．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  5．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  6．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  7．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  8．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
  9．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

シーソーＡ

３－９－１６1/30

図面名称

STK50A
SGP80A

ネガラミ

1
00

1
50

5
00

500

600

公園用基礎ブロックNo.22

再生骨材（40-0）

1
00

1
50

5
00

300

400

(63)

Ｃ詳細図　S=1/15 Ｄ詳細図　S=1/15

180×60

高ナットM10×70

PL4.5

ナイロンナットM12

ゴムストッパー

RB12

ヒノキ　　　

ダクタイル
50A

50A
M12×85

226

6
0

1
50

180

115

1
15

(
4
5
0)

(
4
5
0)

1
80

六角穴付皿ボルト
M12×90

M10×20

G.L

180×60

B

Ｃ

(
2
4
0)

3,000

400
350

350 ヒノキ　　　
400 900

A
D

50A

4
50

(
8
6
0)

Ａ詳細図　S=1/15

FB32×4.5
帯座金　　　　　

５０Ａ

80A

鋳鉄

PL6.0

超高分子量
ポリエチレン ナイロンナットM12

M12×95
180×60
ヒノキ　　　

Ｂ詳細図　S=1/15

(66)

G.L

H=50～200(参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．シーソー本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．主要部材は、SGP又はSTKとする。
　4．木材は、木製品特記仕様（1-2-2）による。
  5．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  6．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  7．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  8．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  9．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
 10．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部

特 

　
記 

　
仕 

　
様

縮 

　
尺

番 

　
号

シーソーＣ

３－９－１７1/20

図面名称

1
65

3
00

3
00

6
00

600
300300

（
49
5）
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1,100 1,100
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2
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G.L

1,000×500

1,100×600

5
00

1
00

1
50

H=100 (参考値)

※ H：支柱下端部の設置高

H H

  1．製品の細部、確定寸法、鋼材の塗装色等の仕様について、承認図および製品仕様書により発注者の承認を得た上で決定すること。
　2．シーソー本体は、（社）日本公園施設業協会「遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024」に適合した製品とする。
  3．使用パイプ類およびボルト・ナット類は、ジンクロメートメッキとする。
　4．下塗りはエポキシ樹脂系プライマーを塗装し、上塗りは合成樹脂系塗料を塗装し焼付塗装とする。
  5．メッキ及び塗装については、「標準図１－２－１」に準ずる。
  6．ナットは袋ナット、もしくは戻り止めナットを使用する。
  7．中詰は、生コンクリート（C-4）とする。二度打ち又はコンクリート（C-4）と同程度の強度のコンクリートスペーサー等でHのラインまで高さを調整すること。
     二度打ちの場合は、一度目はHのラインまで打設し、強度を確認後に支柱を設置、二度目を打設すること。(Hは支柱下端部の設置高を表す。)
     打設方法については監督員と協議すること。
  8．国内において製品の保証ができる製造元による、材料・加工・塗装などの仕様を明記した品質証明書を提出すること。　品質証明書および製品仕様書の内容・様式に
     ついては、「みどりのページ　造園工事資料集（http://www.city.sapporo.jp/ryokuka/shiryo/zouen/kouji.html）」を参照すること。
  9．発注者との協議により、発注者が求める場合は、製品の詳細図面等を提出すること。
 10．製造者名・製造年月を記載した「製造表示ラベル」を製品の見やすい位置に表示すること。



標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部
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ゴムチップ製マット

３－９－１８図示

図面名称
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ゴムチップ製マット詳細図

6
0

取手
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ゴムチップ製マット 凹φ50×15
ゴムチップ製マット 凹φ50×15

コンクリート φ5mmタテ,ヨコ200ピッチ（溶接金網）

コンクリート φ5mmタテ,ヨコ150ピッチ（溶接金網）
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1
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標　　準　　図

札幌市造園工事

札幌市建設局みどりの推進部
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敷　床　板

３－９－１９図示

図面名称

ラバーコート

ラバーコート

固定金具　ＦＢ-12Ｘ75

アンカーホール 固定金具　ＦＢ-12Ｘ75

1
,8
23

1
,8
23

3
30

3
30

1
,1
63

736 60

50

3
30

3
30

1
,1
63

780
830

7
5

7
5

補強金物
アルミ材ｔ-2.0
加工品（セルボード内蔵）

補強金物
アルミ材ｔ-2.0
加工品（セルボード内蔵）

ラバーコート

固定金具　ＦＢ-12Ｘ75

アンカーホール
736

6
0

1
2

780
830

補強金物
アルミ材ｔ-2.0
加工品（セルボード内蔵）

5
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780
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1
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0
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0

736

R10

R5

1
8
23

736

ラバーコート正面図　S=1/3

ラバーコート平面図　S=1/3

平面図

側面図

正面図

アンカーホール　13.5mm
アンカーボルト　φ13×450


